
2019年2⽉24⽇(⽇) 10:０0〜1５:00（開場９:３０）
１０：００〜１２：００ 御講演
１２：００〜１３：３０ 休憩
１３：００〜１５：００ 御講演
九州⼤学⻄新プラザ ⼤会議室A
(福岡市早良区⻄新2丁⽬16-23)

⻄岡有⾹先⽣（⼤阪医科⼤学LDセンター）

九州⼤学⼈⽂科学研究院附属⾔語運⽤総合研究センター
社会連携特別セミナー「ことばを考える」

主催：九州⼤学⽂学部・社会連携推進委員会
運営：九州⼤学⼤学院⼈⽂科学研究院附属⾔語運⽤総合研究センター
後援（申請中も含む）：福岡市教育委員会・⼀般社団法⼈福岡県⾔語聴覚⼠会・⿇⽣リハビリテーション⼤学校・

福岡国際医療福祉学院・柳川リハビリテーション学院

学齢期の読み書き障害の評価と指導

読み書き障害が推定されるとき、その背景にある認知能⼒の弱さを明らかに
し、原因に沿って指導を組み⽴てていく。しかし、弱さを明らかにするだけ
では、合理的配慮としてICTの活⽤を考える際には不⼗分である。将来を⾒
据えて今優先すべき課題は何か、⼦どもが学習意欲を維持し、理解⼒、表現
⼒を発揮できるようにするために何に取り組まなければならないのか、保護
者にどう説明するかなどについて解説する。

1. ホームページの専⽤フォームに⼊⼒：
URL http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~cslp/

2. Eメール： cslp@lit.kyushu-u.ac.jp
3. TEL/FAX： 092-802-5104（担当者不在の際は留守番電話にメッセージをお願いします。）

※ お申し込みの際には、参加者全員のお名前・ご所属・ご連絡先をご記⼊ください。

2⽉22⽇（⾦）までに、以下のいずれかによりお申込みください。

参加無料


